
東京大学生産技術研究所附属災害対策トレーニングセンター(DMTC)では、
能登半島地震発生後、石川県内の自治体に赴き、

行政の災害対応に関する状況把握と支援を行いました。

その中で浮かび上がった能登半島地震特有の課題・過去の教訓がどのように生かされていたのか、
それを踏まえて今後の災害対応をどのように進めていくのかを考えたいと思います。

令和6年能登半島地震災害の
現地調査報告会 

東京大学生産技術研究所附属災害対策トレーニングセンター

速報

開催日：2024年1月24日（水曜日）

時間：9:00~10:30（予定）

場所：オンライン（zoomのURLは下部に表示）

発表者と発表内容

⚫はじめに：目黒 公郎（東京大学生産技術研究所教授/ DMTCセンター長）

⚫熊本地震と能登半島地震の教訓と災害対応業務シミュレーション：沼田 宗純

（東京大学生産技術研究所准教授/ DMTC副センター長）

⚫市町村災害対策本部における国・県・市町村の役割分担と連携：室田 哲男

（東京大学生産技術研究所研究顧問/ 政策研究大学院大学教授 元消防庁国民保護・防災部長）

⚫被災自治体の行政対応：田中 健一

（東京大学生産技術研究所リサーチフェロー/ 日本防災士会理事/ 元兵庫県職員）

⚫現地調査概要と新聞報道分析：柴田 大雅・伊藤 映美（沼田研究室修士1年）

⚫おわりに：沼田宗純（同上）

Zoom URL: https://u-tokyo-ac-

jp.zoom.us/j/89223014866?pwd=YzxdquvUQ0fGpV2bmEKeaAob4b0Df9.1

ミーティング ID: 892 2301 4866

パスコードを設定する: 872180

主催：東京大学生産技術研究所附属災害対策トレーニングセンター(DMTC)

問い合わせ先：katsuya_yoshida.DMTC@outlook.jp

2024年1月24日（水）
 9:00- @Zoom
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